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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
微
減

令
和
２
年
度
卒
就
職
率
は
93・８
％
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の
父
親
世
代
5
2
4
人
、
13
歳
〜
22
歳
の
息
子
世

代
5
2
2
人
を
対
象
に
、
父
子
の
双
方
か
ら
み
た

「
父
親
像
」
の
調
査
だ
▼
父
親
に
は
「
息
子
か
ら

ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
」、
息
子
に
は
「
父
親
を

ど
う
思
っ
て
い
る
か
」
を
尋
ね
た
こ
の
調
査
。
内

面
や
見
た
目
、
行
動
で
父
親
の
自
己
評
価
以
上
に

息
子
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う

▼
特
に
、「
気
前
が
い
い
」
で
父
親
23
・
９
％
に

対
し
息
子
46
・
９
％
と
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
、「
仕

事
へ
の
尊
敬
」「
家
族
を
大
切
に
し
て
い
る
」
な

ど
多
く
の
項
目
で
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
つ

く
。「
家
事
に
積
極
的
」
だ
け
が
父
親
世
代
、
息

子
世
代
と
も
に
40
％
を
下
回
る
結
果
で
、「
俺
の

場
所
」
確
保
へ
父
親
た
ち
の
宿
題
と
い
っ
た
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
▼
６
月
20
日
は
「
父
の
日
」。
コ
ロ

ナ
禍
で
家
族
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
っ
た
今
、

「
お
や
じ
の
背
中
」
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
本
学
学
生
た
ち
の
声
は
い
か
に
。

　
第
一
生
命
保
険
「
第
34
回
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
結
果
が
５
月
に
発
表
さ
れ
、

「
会
社
へ
は
／
来
る
な
と
上
司
／
行
け
と
妻
」

（
な
か
じ
）
が
６
万
２
千
句
余
り
の
中
か
ら
投
票

で
１
位
に
輝
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
職
場
と

家
庭
と
の
新
た
な
板
挟
み
へ
の
苦
悩
が
見
え
る
▼

ほ
か
に
も
「
お
父
さ
ん
／
マ
ス
ク
も
会
話
も
／

よ
く
ず
れ
る
」（
第
７
位
、
さ
ご
じ
ょ
う
）、「
ど

こ
に
あ
る
／
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
／
俺
の
場
所
」

（
第
15
位
、
す
る
め
の
い
の
ち
）
と
父
親
た
ち
は

肩
身
の
狭
い
様
子
▼
自
信
を
失
い
そ
う
な
世
の

「
お
父
さ
ん
」
た
ち
に
一
筋
の
光
と
な
り
そ
う
な

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
る
。
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
関
連

製
品
大
手
の
シ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
が
40
歳
〜
59
歳

沖
繩
の
洋
の
ま
ぼ
ろ
し

　
　
　

た
ゝ
か
ひ
の
な
か
り
し
時
の

碧ア
ヲ

の
ま
ぼ
ろ
し

（「
倭
を
ぐ
な
」）

釈　

迢
空

「
虜
囚
」

ַג׀ֽך؆㰢׼־ٞح

　
「
近
代
日
本
経
済
の
父
」
と
言

わ
れ
る
渋
沢
栄
一
の
著
書
『
論
語

と
算そ

ろ
ば
ん盤
』
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天

を
衝つ

け
」
が
火
付
け
役
に
な
っ

た
。
難
解
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

『
論
語
』
だ
が
、
実
は
日
本
で
は

古
く
か
ら
人
々
が
「
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
」
と
し
て
き
た
。
中
国
で
生

ま
れ
た
『
論
語
』
が
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
か
。
文
学
部
中
国
文
学
科

の
石
本
道
明
教
授
（
中
国
古
典

学
）
と
、
青
木
洋
司
准
教
授
（
中

国
哲
学
）
が
ひ
も
と
く
。

　
『
論
語
』と
は
孔
子（
紀
元
前
５

５
１
？
〜
紀
元
前
４
７
９
）と
そ

の
弟
子
た
ち
の
言
行
を
記
録
し
た

書
物
だ
。奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ

た『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』に
は

既
に『
論
語
』の
記
述
が
あ
る
。飛

鳥
時
代
に
誕
生
し
た
十
七
条
憲
法

も
そ
の
教
え
は
息
づ
い
て
い
る
。

　
身
分
の
高
い
一
部
の
人
だ
け
に

限
ら
れ
て
い
た
『
論
語
』
が
、
爆

発
的
に
広
が
っ
た
の
が
江
戸
時
代

だ
。「
士
農
工
商
」
全
て
の
階
層

の
人
た
ち
が
藩
校
や
寺
子
屋
で

『
論
語
』
を
学
び
始
め
た
。『
論

語
』
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

「
訓
蒙
書
」
も
数
多
く
登
場
す

る
。

　
文
明
開
化
の
波
が
押
し
寄
せ
た

明
治
時
代
も
『
論
語
』
は
人
々
の

心
の
支
え
に
な
り
続
け
る
。
渋
沢

も
ま
た
、『
論
語
』
の
教
え
を
実

業
の
世
界
に
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
利
潤
追
求
だ
け
が
重
視
さ
れ

る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
。

　
渋
沢
が
『
論
語
』
を
掲
げ
た
背

景
に
つ
い
て
、
青
木
准
教
授
は

「
渋
沢
は
『
実
践
実
行
の
人
』、

現
実
主
義
者
だ
っ
た
。
実
学
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
『
論
語
』
と

親
和
性
が
高
か
っ
た
」
と
解
説
す

る
。

　
日
本
人
は
『
論
語
』
に
独
自
の

解
釈
を
加
え
て
き
た
。
石
本
教
授

は
「
中
国
か
ら
伝
来
し
た
も
の
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
価
値
が

あ
る
と
感
じ
た
も
の
を
選
び
取
っ

て
き
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と

評
価
す
る
。

　
『
論
語
』
の
教
え
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
先
行
き
が
見
通
し
に
く
く
な

っ
た
今
、
そ
の
重
み
を
増
し
て
い

る
。

４・５
面
に
関
連
記
事

仼儖☔כւ鑜鏤փ

　
令
和
３
年
３
月
卒
の
国
学
院
大
学
卒
業
生
の
就

職
率
は
、
93
・
８
％
と
昨
年
か
ら
2
・
5
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
た
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
雇
用
環
境
が
悪
化
。
全
国
的
な

大
卒
有
効
求
人
倍
率
の
低
下
幅
か
ら
比
べ
る
と
、

本
学
の
就
職
状
況
は
限
定
的
な
が
ら
影
響
を
受
け

た
。
公
務
員
は
国
家
・
地
方
合
わ
せ
1
4
2
人
と

前
年
度
か
ら
21
人
の
増
加
。
教
育
関
係
で
は
、

小
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
幼
稚
園
、
特
別
支
援

学
校
の
教
員
と
保
育
士
を
合
わ
せ
2
3
4
人
と
ほ

ぼ
前
年
並
み
。
各
自
治
体
に
よ
る
教
員
採
用
試
験

に
合
格
し
、
公
立
の
小
、
中
学
校
、
高
校
の
正
規

採
用
と
な
っ
た
新
卒
業
生
は
88
人
だ
っ
た
。

　
神
社
関
係
で
は
、
1
5
2
人
の
神
職
資
格
取
得

者
の
う
ち
、
1
0
5
人
が
神
社
界
（
奉
仕
先
神
社

が
実
家
も
含
む
）
に
進
ん
だ
。

　
６
月
１
日
に
面
接
解
禁
と
な
っ
た
令
和
４
年
３

月
卒
採
用
に
つ
い
て
、
藤
形
正
俊
学
生
事
務
部
長

は
「
全
体
の
有
効
求
人
倍
率
は
横
ば
い
だ
が
、
多

く
の
学
生
が
希
望
す
る
大
企
業
で
は
大
幅
に
下
が

る
た
め
注
意
が
必
要
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
採
用
試
験
も
活
発
で
、
対
面
と
は
異
な
る
面
接

ス
キ
ル
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
経
由
で
の
早
期
採
用
も
、
よ
り
一
層
加
速
し
て

い
る
。
就
職
活
動
で
は
目
標
と
す
る
企
業
を
早
め

に
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
、
本
学
は
企
業
セ
ミ

ナ
ー
や
学
内
企
業
説
明
会
な
ど
企
業
と
の
接
点
を

多
く
設
け
て
い
る
。
１
、
２
年
次
に
参
加
で
き
る

も
の
も
あ
り
、
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。
４

年
生
で
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
い
る
学
生
は
、
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
に
相
談
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。
３
月
末
に
内
定
を
得
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
こ
と
が
重
要
に
な

る
」
と
話
す
。

令和２年度
卒業生進路
業種別内訳

サービス
25%

商社・小売
21%教育

12%

公務員
7%

メーカー
6%

金融 6%

非営利 4%
運輸・通信 4%

神職 4%
不動産 4%
建設 4%
マスコミ 3%
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の
価
値
を
過
小
評
価
し
、「
国
学
は
賀

茂
真
淵
か
ら
は
じ
ま
る
」
と
主
張
し
た

三
宅
清
の
論
が
第
二
次
大
戦
後
、
定
説

に
近
い
位
置
を
占
め
た
こ
と
も
、
春
満

に
と
っ
て
は
幸
い
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
国
学
院
大
学
創
立
1
2
0

周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
た

『
新
編　
荷
田
春
満
全
集
』
の
編
纂
・

刊
行
は
、
長
い
間
の
停
滞
を
打
破
す
る

大
き
な
画
期
と
な
っ
た
。
全
12
巻
の
刊

行
に
よ
り
、
春
満
の
学
問
の
全
体
像
を

初
め
て
体
系
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
真
淵
・
宣

長
と
続
く
国
学
の
道
は
春
満
に
よ
っ
て

開
拓
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国

学
の
学
校
を
作
ろ
う
と
し
た
春
満
の
意

志
は
、
創
立
1
4
0
年
を
迎
え
よ
う
と

す
る
本
学
へ
と
確
実
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
そ
う
確
信
す
る
私
た
ち
の
春
満

探
究
の
道
の
り
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。

神
道
文
化
学
部
教
授　
松
本
久
史

が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
国
学
の
四
大
人
」
の
鼻
祖
と

し
て
尊
崇
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。

伴
蒿
蹊
の
『
近
世
畸
人
伝
』（
寛
政
２

〈
1
7
9
0
〉
年
）
に
記
述
さ
れ
た
、

死
の
直
前
に
著
述
を
全
て
焼
い
た
、
と

い
う
ま
こ
と
し
や
か
な
伝
説
が
百
数
十

年
間
に
わ
た
っ
て
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、「
国
学
」
の
名
を
冠
す
る
本

学
に
関
係
す
る
人
々
が
、
春
満
の
学
問

の
全
容
解
明
へ
の
扉
を
開
く
こ
と
に
な

る
。
皇
典
講
究
所
を
卒
業
し
、
幹
事
・

常
務
理
事
を
歴
任
し
た
高
山
昇
が
、
大

正
13
（
1
9
2
4
）
年
に
官
幣
大
社
稲

荷
神
社
（
現
、
伏
見
稲
荷
大
社
）
宮
司

に
就
任
す
る
と
、
河
野
省
三
や
岩
橋
小

弥
太
な
ど
、
本
学
の
教
員
を
編
集
委
員

に
据
え
、
春
満
の
生
家
で
あ
る
東
羽
倉

家
に
残
さ
れ
て
い
る
著
述
・
聞
書
類
を

編
纂
し
て
『
荷
田
全
集
』
が
刊
行
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
四
大
人
の
全
集
の
う
ち

最
も
遅
い
刊
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以

来
、
春
満
の
学
問
の
研
究
は
、
全
集
に

依
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
他
の
三

大
人
と
比
較
す
れ
ば
い
さ
さ
か
寂
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
春
満
の
学
問

荷か
だ
の
あ
ず
ま
ま
ろ

田
春
満
（
１
６
６
９
〜
１
７
３

６
）
と
い
う
人
の
人
生
を
た
ど
る
こ

と
。
こ
れ
が
国
学
の
発
端
を
知
る
こ

と
に
も
な
る
と
考
え
て
い
る
。
京
都
市

伏
見
区
の
東
丸
神
社
。
現
在
、
春
満
は

洛
南
の
学
問
の
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
私
が
初
め
て
東
丸
神
社
を
参
拝
し

た
の
は
国
学
院
大
学
に
入
学
し
た
１
年

生
の
夏
休
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
35

年
近
く
も
た
つ
。
国
学
の
四
大
人
の
一

人
で
、
学
問
の
神
で
あ
る
く
ら
い
の
知

識
し
か
な
く
、「
勉
強
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
神
前
で
額
ず
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
今
、
学
問
、
そ
れ
も
国
学
の

研
究
を
生
業
と
し
よ
う
と
は
そ
の
時
、

思
い
も
し
な
か
っ
た
の
だ
が
。

　
春
満
は
長
い
間
、
そ
の
学
問
の
実
態

荷
田
春
満
が
開
い
た
学
問
の
道

―
皇
典
講
究
所・国
学
院
の
源
流
―

荷田春満肖像（東丸神社蔵）

創
学
校
啓
草
稿
本
（
東
丸
神
社
蔵
）

若木育成会 支部の集い
今年もコロナ禍の影響鮮明に
　例年、５月下旬から８月にかけて全国56
支部で開催する若木育成会支部の集いは、６
月14日時点で全体の半数超となる30支部で
中止になるなど、昨年に続き新型コロナウイ
ルスの影響を受けている。
　支部の集いは、例年、各支部の保護者に加
え本学教職員も出席。大学の現況や教学、進
路・就職、学生生活などについて説明するほ
か、成績などに関する保護者との個別相談に
応じている。校友課では中止とした支部の保
護者を対象とした電話、ビデオ会議システム
「Zoom（ズーム）」での個別相談の実施を
検討している。
　一方、当初の予定通り実施する支部では感
染予防策を講じて開催する。5月30日には皮
切りとなる茨城県支部の集いが行われた。

第

回
34

　
進
学
、
新
年
度
と
い
っ
た
環
境

変
化
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で

各
大
学
と
も
悩
み
を
抱
え
た
り
、

学
生
生
活
に
戸
惑
っ
た
り
す
る
学

生
が
増
加
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

通
学
機
会
が
減
っ
た
こ
と
で
仲
間

の
様
子
が
分
か
ら
ず
、
不
安
や
焦

り
を
感
じ
て
い
る
学
生
は
少
な
く

な
い
と
い
う
。
国
学
院
大
学
で
は

そ
う
し
た
学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
学
生
相
談
室
が
応
じ
て
い

る
。
学
生
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ

ば
、
保
護
者
も
相
談
が
可
能
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

抑
制
の
た
め
、
授
業
実
施
形
態
も

影
響
を
受
け
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
大
学
に
限
ら
ず
、
社
会
全
体

が
異
例
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る

中
、
ど
う
い
う
点
に
留
意
し
て
心

身
の
健
康
を
維
持
す
べ
き
か
を
学

生
相
談
室
に
聞
い
た
。

◆

　
学
生
が
抱
え
る
悩
み
は
、
学
業

や
友
人
関
係
、
就
職
へ
の
漠
然
と

し
た
不
安
な
ど
多
様
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
要
因
が
加
わ
り
、
健
康

不
安
や
家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
家
族
関
係
の
悩
み

な
ど
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、
誰
か
に
悩
み
を
相
談
す
る

機
会
も
減
り
、
孤
独
・
孤
立
化
に

陥
り
や
す
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ

る
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
学
生

相
談
室
は
「
一
人
で
悩
み
を
抱

え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
『
相

談
』
と
い
う
第
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
る
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
厳
守

さ
れ
る
（
生
命
、
身
体

の
安
全
に
関
わ
る
場
合

な
ど
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
）。
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
話
し
合
い
、「
解

決
策
を
一
緒
に
探
る
中

で
問
題
解
決
の
糸
口
を

見
い
だ
せ
る
と
い
う
体

験
、
学
生
が
主
体
的
に

考
え
、
困
難
を
乗
り
越

え
た
と
い
う
経
験
は
、

後
々
も
学
生
を
支
え
る

自
信
に
繫
が
る
だ
ろ

う
」
と
話
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
昨

春
か
ら
は
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
て
い
る
。
心
身
の
健
康
を
図
る

機
会
と
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
招
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ヨ
ガ
講

座
な
ど
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
開

催
。
人
間
の
体
に
は
不
安
定
な
状

態
に
置
か
れ
て
も
心
身
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
と
う
と
い
う
機
能
が
あ

り
、
身
体
の
側
か
ら
メ
ン
タ
ル
面

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
も
一
つ
の

や
り
方
だ
と
説
く
。
こ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
セ
ル
フ
ケ

ア
の
大
切
さ
を
知
る
機
会
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
。

　
相
談
に
は
、
臨
床
心
理
士
も
し

く
は
公
認
心
理
師
の
資
格
を
持

ち
、
専
門
の
訓
練
を
積
ん
だ
経
験

豊
か
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
精
神
科
医
に
よ

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
も
毎

月
２
回
開
い
て
い
る
。
相
談
内
容

に
よ
っ
て
は
、
適
切
な
学
内
の
他

部
門
や
医
療
機
関
を
含
む
学
外
の

機
関
な
ど
に
橋
渡
し
を
し
、
問
題

解
決
に
繫
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
、
学
生
相
談
室
は
「
学
生
が
少

し
で
も
実
り
の
あ
る
学
生
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

× ×

大切なのは
「悩みを一人で抱え込まない」こと

▶ 渋谷キャンパス
　月・火・土　９：00～17：00
　水・木・金　９：00～18：00
▶ たまプラーザキャンパス
　火・木　９：00～16：30
※詳細はホームページで確認を

相
談
室
概
要

博物館 コロナで中断の企画展
新収蔵資料も加え再開催
　国学院大学博物館では７月３日㈯まで企画
展「特別列品『神の新たな物語－熊野と八幡
の縁起－』」を開催している。同展は、昨年
３月に開催したものの、新型コロナウイルス
の感染拡大により開期途中で閉幕となってい
た。今回は本学図書館の新収蔵資料「かみよ
物語」の展示など、一部内容を変更し再開催
となった。
　会場では、本学図書館が所蔵する熊野の神
々や八幡神（応神天皇）とその母である神功
皇后をめぐる縁起絵巻の数々を展示し、物語
から中世の神々の姿を見ていくことができ
る。

たまプラーザ学食 ヒルトップ
リニューアルオープン
　たまプラーザキャンパス若木21の学食
「ヒルトップ」が６月１日に内装、設備など
を刷新しリニューアルオープンした。当面は
席に仕切りを設けるなど、新型コロナウイル
スの感染防止策を講じての営業となる。
　運営する株式会社つくばの坂入益社長は、
「コロナ禍だからこそ、安価でボリューム、
栄養のあるものを提供したい。鉄板を使うメ
ニューは少し時間がかかるが、熱々で味だけ
でなく音でも楽しめる。学生の声を聞き、メ
ニューも入れ替えていきたい」と話す。
　オープン直後に利用した男子学生（健体
１）は「内装がきれいで景色も良く開放感が
ある。日替わりランチを食べたが、値段も安
く、味もボリュームも満足。一人暮らしをし
ている学生の味方のような学食だなと思っ
た」と笑顔を見せた。
　また、若木育成会からの支援を受け「生活
応援キャンペーン」を実施。前期中は本学学
生に限って一部メニューが100円引きとなる
（６面に関連記事）。

学生相談室 に 聞 く
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話
は
い
よ
い
よ
、
渋
沢
栄
一

と
『
論
語
』
の
関
わ
り
に
入

る
。
日
本
の
資
本
主
義
の
制
度

設
計
に
携
わ
り
、「
近
代
日
本

経
済
の
父
」
と
言
わ
れ
る
渋
沢

が
な
ぜ
『
論
語
』
を
掲
げ
た
の

か
。
青
木
准
教
授
は
こ
う
解

説
す
る
。「
渋
沢
は
『
実
行
の

人
』、
つ
ま
り
現
実
主
義
者
だ

っ
た
。
実
学
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
『
論
語
』
と
親
和
性
が

高
か
っ
た
」

　
渋
沢
は
『
論
語
と
算
盤
』
の

他
に
も
『
実
験
論
語
処
世
談
』

と
『
論
語
講
義
』
と
い
う
『
論

語
』
に
関
す
る
本
を
書
い
て
い

る
。
青
木
准
教
授
は
「『
論
語

と
算
盤
』
が
ブ
ー
ム
だ
が
、
お

薦
め
は
『
論
語
講
義
』
で
、
特

に
そ
の
前
半
」
と
話
す
。

　
薦
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
渋
沢
が
自
ら

の
生
涯
を
通
し
て
経
験
し
た

原
理
原
則
を
『
論
語
』
に
当
て

は
め
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
、

も
う
一
つ
は
文
中
か
ら
、
大
切

な
こ
と
を
若
い
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
が
読
み
取
れ
る
こ

と
だ
。「
文
中
で
は
『（
渋
沢
自

身
の
）
人
生
か
ら
見
る
と
』
や

『
青
年
諸
君
、
紳
士
淑
女
』
と

い
っ
た
表
現
が
非
常
に
多
い
。

こ
れ
か
ら
人
生
を
歩
む
若
者

に
、
渋
沢
自
身
の
人
生
か
ら
見

つ
け
出
し
た
も
の
を
伝
え
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で

は
」（
青
木
准
教
授
）。

「
世せ

間け
ん

で
は
學が

く

校か
う

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

も

實じ
っ

際さ
い

に
は
左さ

程ほ
ど

の
價か

値ち

な
し
と

い
う
人
あ
れ
ど
も
。
余よ

は
さ
う

は
思お

も

は
ぬ
。
學が

く

校か
う

の
課く

わ

程て
い

を
順

じ
ゅ
ん

序じ
ょ

よ
く
修お

さ

め
て
居を

る
人
は
。

（
略
）
す
べ
て
仕し

事ご
と

に
秩ち

つ

序じ
ょ

的て
き

な
所と

こ
ろ
が
あ
つ
て
、
能の

う

率り
つ

が
よ
く

擧あ

が
る
と
思お

も

ふ
。（
略
）
學が

く

問も
ん

は
一い

っ

種し
ゅ

の
經け

い

驗け
ん

で
、
經け

い

驗け
ん

は
又ま

た

一い
っ

種し
ゅ

の
學が

く

問も
ん

で
あ
る
」（『
論
語

講
義
』
か
ら
）

　
実
業
家
と
し
て
の
側
面
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
渋
沢
だ
が
、
生
涯
を
か
け

て
「
道
徳
経
済
合
一
」
を
追
い

求
め
た
。
私
利
私
欲
で
は
な

く
、
公
益
を
追
求
す
る
「
道

徳
」
と
、
利
潤
を
求
め
る
「
経

済
」
が
事
業
に
お
い
て
両
立
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
だ
。
そ
の
道
徳
の
手
本
と
す

べ
き
と
し
た
書
物
が
『
論
語
』

だ
っ
た
。

「
更さ

ら

に
望の

ぞ

む
ら
く
は
、
世よ

の
靑せ

い

年ね
ん

諸し
ょ

君く
ん

は
後ご

日じ
つ

の
紳し

ん

士し

爲ゐ

政せ
い

者し
ゃ

た
る
べ
き
人ひ

と

な
れ
ば
。
一い

っ

身し
ん

の

爲た

め
に
も
國こ

っ

家か

の
爲た

め
に
も
。

道だ
う

德と
く

を
基き

調て
う

と
せ
ら
れ
た
し
」

（『
論
語
講
義
』
か
ら
）

「
民
無
信
不
立
（
民
、
信
無
く

ん
ば
立
た
ず
）」（『
論
語
』
顔

淵
篇
）

　
仕
事
上
の
取
引
か
ら
友
人
関

係
ま
で
全
て
に
通
じ
る『
論
語
』

の
教
え
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く

く
な
っ
た
今
、ま
す
ま
す
そ
の

重
み
を
増
し
て
い
る
。

渋
沢
栄
一
は
な
ぜ

『
論
語
』
を
掲
げ
た
の
か

３渋
沢
栄
一
『
論
語
講
義
』

　
『
論
語
』
が
大
き
な
広
が
り

を
見
せ
た
の
が
江
戸
時
代
だ
。

青
木
准
教
授
は
「
爆
発
的
に
読

む
人
が
増
え
、
出
版
が
盛
ん
に

な
っ
た
。
江
戸
時
代
で
売
れ
た

本
の
中
で
ト
ッ
プ
５
に
入
る
だ

ろ
う
」
と
み
る
。
青
木
准
教
授

ら
は
現
在
、
江
戸
時
代
に
武
士

や
庶
民
が
ど
の
よ
う
に
し
て

『
論
語
』
を
学
ん
だ
か
と
い
っ

た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
徳
川
幕
府
は
朱
子
学
を
推
奨

し
、
代
表
的
な
書
物
で
あ
る

「
四※2
書
五
経
」
が
注
目
さ
れ

る
。『
論
語
』
は
そ
の
中
で
も

重
要
な
書
物
、
学
問
の
入
り
口

と
し
て
普
及
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
身
分
の
高
い
人
な

ど
一
部
の
書
物
だ
っ
た
『
論

語
』
は
、
武
士
、
商
人
、
農
民

す
べ
て
の
階
層
が
学
ぶ
時
代
に

入
っ
た
。

　
例
え
ば
戦
国
時
代
で
は
『
論

語
』
は
知
る
武
将
は
少
数
だ
っ

た
。
加
藤
清
正
が
前
田
利
家
か

ら
『
論
語
』
を
勧
め
ら
れ
、
存

在
を
知
ら
ず
驚
い
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
だ

が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
武
士

は
教
養
を
積
む
こ
と
を
求
め
ら

れ
、
教
育
機
関
で
あ
る
「
藩※3

校
」
で
『
論
語
』
を
学
ん
だ
。

一
方
、
庶
民
は
「
寺
子
屋
」
で

教
養
を
身
に
着
け
た
。
こ
の

ほ
か
、
全
国
各
地
に
あ
っ
た

「
塾
」
で
も
『
論
語
』
は
取
り

入
れ
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
『
論
語
』
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
数
多
く
の

「
訓
蒙
書
」
が
登
場
す
る
。
石

本
教
授
は
「
当
時
の
広
告
を
見

る
と
、
訓
蒙
書
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
よ
く
わ
か
る
」
と
話
す
。
昼

間
忙
し
い
商
人
や
農
民
向
け
か

ら
、
藩
校
の
先
生
用
の
〝
虎
の

巻
〞
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か

だ
。
コ
ラ
ム
や
図
版
、
絵
入
り

も
あ
り
、
今
で
い
う
学
習
参
考

書
だ
。
本
に
は
ふ
り
が
な
が
ふ

ら
れ
、
漢
字
や
仮
名
で
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
漢
文
と
比
べ
て

親
し
み
や
す
い
こ
と
も
人
気
の

理
由
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
広
が
り
の
中
で
、

「
日
本
人
独
自
の
『
論
語
』
の

解
釈
」
が
出
て
く
る
。「
中
国

古
典
を
一
度
自
分
の
内
部
に
取

り
込
み
、
咀そし
ゃ
く嚼
し
て
新
た
な
解

釈
を
加
え
た
点
が
非
常
に
面
白

い
」（
青
木
准
教
授
）。
江
戸
時

代
の
儒
学
者
、
伊
藤
仁
斎
は

『
論
語
』
を
「
最
上
至
極
宇
宙

第
一
の
書
」
と
言
い
切
っ
た
。

荻
生
徂
徠
は
「
朱
子
学
は
人
情

の
自
然
を
抑
圧
す
る
」
と
批
判

的
な
見
方
を
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
思
考
を
止
め
ず
、
新
し
い
解

釈
を
加
え
て
い
っ
た
。

学
問
の
基
礎
だ
っ
た

江
戸
時
代
の
『
論
語
』

２

読
み
方
や
解
説
が
書
か
れ
た

江
戸
時
代
の
訓
蒙
書

⹿ׂ׼־☔չס䑏ס䶹杯♏מ鵟׾׋鷹䐵鈝
　「近代日本経済の父」と言われる渋沢栄一の『論語と算盤』が注目を集めている。
中国で生まれた『論語』がなぜこれほどまでに日本人に受け入れられたのか。文学部
中国文学科の石本道明教授（写真左）と、青木洋司准教授（同右）がひもとく。

ג׀ֽך؆㰢׼־ٞح րַ仼儖☔כւ鑜鏤փց

※ 『論語』の引用、訓読は、石本道明、青木洋司共著『論語　
朱熹の本文訳と別解』（明徳出版社、2017）に拠った詳報は本学ＨＰ「国学院大学メディア」に掲載
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『
論
語
』
は
中
国
・
春
秋
時

代
の
思
想
家
・
孔
子
（
紀
元
前

5
5
1
年
？
〜
紀
元
前
4
7
9

年
）
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
言
行

を
記
録
し
た
書
物
だ
。

　
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

『
古
事
記
』、『
日
本
書
紀
』
の

両
方
に
、『
論
語
』
の
記
述
が

あ
る
＝
左
記
。

　
石
本
教
授
は
「
日
本
で
初
め

て
の
『
本
』
と
し
て
登
場
し
た

の
が
『
論
語
』
だ
っ
た
と
い
う

点
に
注
目
し
て
ほ
し
い
」
と
解

説
す
る
。『
古
事
記
』
に
よ
れ

ば
、『
論
語
』
は
朝
鮮
半
島
の

百
済
か
ら
和わ
に
き
し

迩
吉
師
に
よ
っ
て

応
神
天
皇
に
献
上
さ
れ
、
日
本

に
も
た
ら
さ
れ
た
。
応
神
天
皇

は
王
子
の
教
育
の
た
め
に
『
論

語
』
を
用
い
、「『
論
語
』
は

特
別
の
書ふ
み
だ
っ
た
」（
石
本
教

授
）。

　
聖
徳
太
子
（
廐
戸
王
）
が
制

定
し
た
「
十※
1
七
条
憲
法
」
の
第

一
条
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な

す
」
も
『
論
語
』
の
教
え
に
基

づ
く
。「
聖
徳
太
子
も
よ
い
教

え
だ
と
認
識
し
、
十
七
し
か
な

い
憲
法
の
中
に
取
り
入
れ
た
」

と
、
石
本
教
授
は
説
明
す
る
。

　
興
味
深
い
の
は
「
和
」
は
も

と
も
と
『
論
語
』
の
中
で
は
最

も
重
要
な
言
葉
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
な
い
点
だ
。「『
論

語
』
の
教
え
の
中
か
ら
日
本
人

は
そ
の
時
代
時
代
で
、
自
分
た

ち
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
を

選
ん
で
き
た
」
と
石
本
教
授
。

伝
来
し
た
教
え
を
そ
の
ま
ま
取

り
入
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

　
当
時
、『
論
語
』
は
宮
中
な

ど
身
分
の
高
い
一
部
の
人
だ
け

の
も
の
だ
っ
た
。
鎌
倉
、
室
町

時
代
に
入
る
と
、
中
国
に
留
学

し
た
僧
侶
が
、
現
地
で
学
ん
だ

新
し
い
解
釈
を
持
ち
込
み
、
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
日
本
で
『
論
語
』
が
爆

発
的
に
広
が
っ
た
江
戸
時
代
に

入
る
。

日
本
人
と
『
論
語
』
の

歴
史
と
は
？

１

（
古
事
記
中
巻　

應
神
天
皇
条
よ
り
）

又
科
賜
百
濟
國
「
若
有
賢
人
者
、
貢

上
。」
故
、
受
命
以
貢
上
人
、
名
和
邇
吉

師
、
卽
論
語
十
卷
、
千
字
文
一
卷
、
幷

十
一
卷
、
付
是
人
卽
貢
進
。

又
百
済
の
國
に
、『
若も

し
賢さ

か

し
き
人
有
ら
ば

貢た
て

上ま
つ

れ
。』
と
科お

ほ

せ
賜
ひ
き
。
故
、
命み

こ
と

を
受

け
て
貢
上
れ
る
人
、
名
は
和わ

迩に

吉き

師し

。
即
ち

論
語
十と

巻ま
き

、
千
字
文
一ひ

と

巻ま
き

、
并
せ
て
十

と
を
ま
り

一ひ
と

巻ま
き

を
是
の
人
に
付
け
て
即
ち
貢た

て
進ま

つ
り
き

※３　藩　　　校　 江戸幕府は儒学の振興を図り幕府直轄学校として「昌平坂学問所」を開設した。全国に広がり、江戸後期から幕末にかけ
て、藩士とその子弟の教育機関が各藩に設置された。主に漢学（四書五経を中心とする儒学）を学ぶ学問所と、武芸の稽
古を行う武道館が併設され，文武両道が奨励された。会津松平家の日新館、長州毛利家の明倫館などが有名

※ ２　四 書 五 経　四書とは『大学』『論語』『孟子』『中庸』、五経は『易経』『書経』『詩経』『礼記』『春秋左氏伝』を指す

※１　十七条憲法　 聖徳太子によって推古天皇12（604）年に成立したとされる。第一条は、『論語』學而篇「有子曰 禮之用和爲貴（有子曰
はく、礼の用は和を貴しと為す）」 が典拠である 湯

島
聖
堂
大
成
殿

（
公
益
財
団
法
人
斯
文
会
提
供
）

用語解説
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
若木育成会の支援を受け
学食で「生活応援キャンペーン」を実施中
内 在学生の保護者らで組織する若木育成会の支援を受
け、渋谷・たまプラーザ両キャンパスの学食で一部
メニューが100円引きとなる「生活応援キャンペー
ン」を実施しています。対象は本学学生。期間は前
期授業期間中です（利用数により早期終了の場合あ
り）。
※ 学食利用の際は、感染防止のため手指の消毒や会話
を控えるなどの対策にご協力をお願いします

新型コロナ関連のお知らせ

内 新型コロナウイルス感染症と診断された方、疑
いがあると言われた方は、必ず保健室にメール
か電話で連絡をしてください。
▶保健室アドレスめhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日・土曜９時～16時30分）
　☎03・5466・0148
▶ たまプラーザＴＥＬ（平日・土曜９時～16時）
　☎045・904・7660

感染が疑われたら保健室に連絡を

内キャンパス内での集団感染を防ぐため、次の留
意事項に基づいて対面授業を受講してください。
●基本的な留意事項
　◇ 継続的に手洗い、咳エチケットの徹底を
　◇ 手洗い「３密」を避ける取り組みを
　◇ 免疫力を高める十分な睡眠、適度な運動、バ
ランスの取れた食事を

●具体的な留意事項
　◇ 毎朝検温をし、「検温表」へ必要事項の記入を
　◇ 発熱や咳などの風邪症状がみられる場合、同
居する家族、身近な知人に感染が疑われる場
合は登校を控え、授業は欠席を

　◇ 授業開始時に担当教員から求められた場合、
「検温表」への記入を

　◇大学構内では必ずマスクの着用を
　◇ 入退館、入退室時には手指消毒の徹底を
　◇体温調節ができる服装で登校を
　◇ 教室では着席不可の席には座らない

対面授業受講上の留意事項

高校生向けコンテスト作品募集 合合

①第25回全国高校生創作コンテスト
【部門】
　▶短篇小説の部（１人３篇以内＝１篇4000字以内）
　▶現代詩の部（１人３篇以内＝１篇45行以内）
　▶短歌の部（１人３首以内）
　▶俳句の部（１人３句以内）
【 表彰】最優秀賞（各部門１人、賞状・副賞５万円・
記念品）、優秀賞（各部門２人、賞状・副賞３万円
・記念品）、佳作（各部門５人、賞状・記念品）、文
部科学大臣賞（１校、賞状・副賞５万円相当の図書
カード・記念品）
②第17回「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト
【部門】
　▶ 地域文化研究部門（祭り・伝統行事・食べもの・

方言などの調査研究=個人・団体）
　▶ 地域民話研究部門（昔話・伝説など民話の調査研
究＝個人・団体）

　▶ 学校活動部門（学校やクラス単位での生徒による
調査研究や活動実績に関する報告と、担当教員に
よる活動を通じて生徒の「学び」がどのように向
上したかについてのリポートを合わせたもの）

【 表彰】地域文化研究部門・地域民話研究部門：最
優秀賞（各部門個人・団体各１作品、賞状・副賞
５万円・記念品）、優秀賞（各部門個人・団体各２
作品、賞状・副賞３万円・記念品）、佳作（各部門
個人・団体各２作品、賞状・記念品）▷学校活動部
門：優秀賞２校（賞状・副賞３万円相当の図書カー
ド・記念品）▷折口信夫賞：１作品（賞状・研究費
５万円・記念品）
③応募について
【応募期間】７月１日㈭～９月10日㈮必着
【応募条件・概要】
　▶高校生であること
　▶自作未発表のもの

イベント 【応募方法】
　各コンテストのホームページ（ＱＲコード）にアク
セスしてください。
▶WEB応募
　 ホームページにある受付フォームから必要事項を入
力して登録してください。作品の提出は、登録後に
提出方法をメールでお伝えします。
▶郵送応募
　 ホームページから専用の応募用紙を印刷し、必要事
項等を記入して応募してください。

第25回
全国高校生
創作コンテスト

第17回
「地域の伝承文化に
学ぶ」コンテスト

【 発表】11月中旬に入賞者に通知、主催者ＨＰでも
発表します。
問高校生新聞社コンテスト事務局
　（☎042・724・2750、ふ042・724・2860）
※ お知らせいただいた個人情報は、主催者において本
コンテストの審査、本人および学校への連絡や資料
の発送に利用いたします。なお、個人情報を第三者
に提供することはありません。応募作品の版権は、
当主催者に帰属し、作品は原則返却いたしません

渋谷区民大学講座「山上憶良、
愚者の教え―『万葉集』の一側面―」
内 天平時代を生きた知識人、山上憶良の生き方に学
び、万葉びとの死生観について取り上げます。『万
葉集』にも意外な側面があることについて、受講生
の皆さんと考えていきます。講師は上野誠文学部教
授（特別専任）。ビデオ会議システム「Zoom（ズー
ム）」でオンデマンド（録画）配信。渋谷区民以外
の方も受講いただけます。
日７月15日㈭より配信
料無料
申申込専用フォーム（ＱＲコード）から
問エクステンション事業課（☎03・5466・0270）

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行って下さい

内 ４年生を対象に、進路状況に関する電話調査を
実施します。希望進路（一般企業・公務員・教
職・神社関係・進学）に関わらず、「現在の進
路状況」の報告をお願いします。現状を把握す
ることで、支援内容・企画の充実に繫げていき
ます。キャリアサポート課からの電話には出て
いただくようお願いします。
※ K-SMAPYⅡから進路状況の登録・更新と、進
路決定の報告をお願いします

日７月５日㈪～７月16日㈮
対４年生

第１回進路電話調査

第２回ＷＥＢ合同企業説明会
内 本学学生の採用意欲が高い企業をお招きして開
催する学内合同企業説明会です。本学学生のた
めだけに各企業の採用担当者が説明する機会に
ぜひ参加を。※オンライン開催
日６月30日㈬
申K-SMAPYⅡで事前申し込み
対４年生

インターンシップ対策講座
⑤マナー・インターンシップ参加準備講座
内 準備を徹底してインターンシップに臨もう！　
就職活動において必須条件のビジネスマナーの
重要性、敬語、電話対応から会社訪問・面接時
の動作などを改めて確認し実践するものです。
また、インターンシップ参加に向けた目標設定
も実施します。※オンライン配信
日７月７日㈬
申K-SMAPYⅡで事前予約
対３年生

博物館
料無料
時 原則、水・木・金・土曜日の12時～17時（最終入館16時30
分）。短縮開館
※ 博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

内 「神道と神々」「神社と祭り」「現代文化と神道」の
３つをテーマに、関係資料を展示・解説します。
また、YouTubeに開設しているオンラインミュ
ージアムを利用し、「参拝作法を知る」「御幣を作
る」「狩衣を着る」「絵巻を解く」の４企画も実施
します。体験型や勉強型など、自宅にいながら企
画展を楽しむことができます。
　 　神道は、仏教とともに伝統的な日本文化の基
盤の一つであり、日本の歴史や文化を考える上
で重要な要素です。身近ではあっても、なかな
か知る機会の少ない神道や神社にまつわる文化
について基礎から学んでみませんか。
日７月７日㈬～９月11日㈯
場博物館企画展示室

企画展「ホワッツ神道―神道入門―」

「３密」を避けよう「３密」を避けよう

密閉空間

密接場面

咳エチケット咳エチケット

ハンカチや
ティッシュペーパーで

口と鼻を覆う

服の袖や肘
ひ じ

の内側で
口と鼻を覆う

マスクがあれば
正しく着用する

とっさ
の時は

マスクがな
ければ

密集場所
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柔道部 東京学生柔道
優勝大会 ベスト16
　東京学生柔道優勝大会（東京学生柔道連盟
主催）が６月６日、講道館で開催された。本
学柔道部は中止となった昨年を除き、６年連
続のベスト16で大会を終えた。
　大会は７人による団体戦。本学柔道部は初
戦で日本大学と対戦。３人目の五将までで１
敗２分けの中、続く中堅戦で武岡毅選手（日文
４）が技ありで勝利を収め対戦成績で並んだ。
三将戦で反則負けを喫すると、副将の西垣拓
磨選手（経２）、大将の山本瑛介選手（健体４）
が逆転を狙い熱戦を繰り広げたが引き分けに
終わり、１勝２敗４分けで敗退した。

団体・個人の成績
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部に
出場している同部は、第10節終了時点で延
期となった試合を除く７試合が終了。５勝１
敗１分けで１部リーグ全13校中２位に立っ
ている。
ソフトテニス部＝令和３年度春季首都リーグ
男子１部が４月11日、国学院大学相模原グ
ラウンドで開催された。６校の総当たり戦で
４勝１敗、勝点４で２位となり、昨秋に続く
連覇はならなかった。
　18日には同会場で女子１部が開催され、
優勝をかけた東京経済大学戦も勝利を収め５
戦全勝、勝点５で優勝を果たした。

強化部会の主なスケジュール
卓球部＝第90回全日本大学総合卓球選手権
大会　団体の部（７月１日㈭～４日㈰・島津
アリーナ京都）

　第100回関東学生陸上競技対校選手権
大会（関東インカレ）が５月20日～23
日、相模原ギオンスタジアム（神奈川県
相模原市）などで行われた。男子２部に
所属する本学からは、３選手が入賞を果
たした。
　大会初日の20日に行われた男子
10000m決勝では、藤木宏太選手（神
文４）＝写真右＝が５位入賞（日本人選
手３番目）。藤木選手は雨が降るあいに
くのコンディションの中、序盤から先頭
集団でレースを進めた。中盤で外国人留
学生が抜けだした後も、日本人先頭集団
で冷静に走り続け、本学記録を更新する
28分10秒30をマークした。
　同日、よみうりランド内周回コースで
行われた男子ハーフマラソン決勝では、
中西唯翔選手（健体３）が起伏の激しい
コースの中、レース後半で順位を上げる
粘りの走りをみせ63分00秒で８位入賞
を果たした。
　最終日の23日に行われた男子400m
ハードル決勝では、田川柚紀選手（健体
２）が６位入賞。田川選手は前日の予選
を自己ベストで通過。決勝では53秒62
を記録し、再び自己ベストを更新した。

　

当
社
が
運
行
す
る
天
竜
浜
名

湖
線
（
通
称
・
天
浜
線
）
は
、

市
街
地
を
離
れ
る
と
緑
豊
か
な

田
園
風
景
が
車
窓
に
広
が
る
。

そ
う
し
た
旅
気
分
を
味
わ
え
る

よ
う
に
と
、
当
社
が
国
鉄
二
俣

線
全
線
開
通
80
周
年
を
記
念

し
、
販
売
を
始
め
た
絵
本
が

『
て
ん
は
ま
せ
ん
』
だ
。

　

未
就
学
児
で
も
理
解
で
き
る

よ
う
平
易
な
文
章
で
つ
づ
り
な

が
ら
も
、
ロ
ー
カ
ル
色
を
織
り

交
ぜ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

興
味
を
高
め
る
工
夫
を
し
た
。

こ
の
絵
本
づ
く
り
は
長
男
誕
生

に
伴
っ
て
取
得
し
た
育
児
休
業

を
き
っ
か
け
に
思
い
立
っ
た
。

11
カ
月
間
の
育
休
期
間
中
、
地

元
の
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
講

座
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と

で
、
絵
本
へ
の
興
味
が
高
ま
っ

た
。
職
場
復
帰
後
の
営
業
企
画

会
議
で
、
新
規
の
増
収
策
と
し

て
思
い
切
っ
て
提
案
し
て
み
た

と
い
う
経
緯
だ
。
文
章
は
全
て

私
が
書
き
、
絵
は
地
元
に
住
む

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、
観
光
列
車
の
運
行
や
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
の
増
収
策
に
懸
命
な

全
国
の
地
域
鉄
道
事
業
者
。
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
（
静
岡
県
浜
松
市
）
も
そ
う
し
た
1
社
だ
。
本
社
総

務
課
で
働
く
縣
健
太
郎
さ
ん
（
平
19
卒
・
115
期
経
ネ
）
は
、
沿
線
を
題
材
に
し
た
子
ど
も
向
け
の
絵

本
づ
く
り
を
提
案
し
、
商
品
化
を
実
現
し
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
も
あ
る
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
親

に
喜
ば
れ
、
併
せ
て
沿
線
を
P
R
す
る
役
目
を
果
た
し
、
増
収
に
も
結
び
付
け
る
と
い
う
〝
一
石

三
鳥
〞
の
効
果
を
引
き
出
し
て
い
る
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
だ
。
仮
に
ト
ラ
イ
し
て
成
功

し
な
か
っ
た
と
し
て
も
後
悔
す

る
こ
と
は
な
い
し
、
若
い
う
ち

な
ら
間
違
い
な
く
や
り
直
し
が

き
く
。
こ
の
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
社
会
に
巣
立
つ
学
生
の
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
。
私
は
大
学
卒

業
後
し
ば
ら
く
歯
科
器
材
商
社

に
勤
め
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
今

の
会
社
に
移
っ
た
転
職
組
だ
。

　

絵
本
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
よ
う

に
、
沿
線
市
町
の
図
書
館
な
ど

へ
の
寄
贈
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
事
情
が
許
せ
ば
第
2

弾
の
検
討
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　

絵
本
『
て
ん
は
ま
せ
ん
』
は

全
16
ペ
ー
ジ
で
、
販
売
価
格
は

税
込
み
8
8
0
円
。
掛
川
駅
、

新
所
原
駅
、
天
竜
二
俣
駅
の
売

店
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
浜

松
エ
リ
ア
に
あ
る
書
店
「
谷
島

屋
」、
天
浜
線
公
式
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
「
て
ん
は
ま
や
」

で
も
購
入
で
き
る
。
子
ど
も
へ

の
読
み
聞
か
せ
に
ぜ
ひ
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

（
談
）

若
手
画
家
の
岩
本
和
保
さ
ん
に

依
頼
し
た
。

　

販
売
は
予
想
を
上
回
る
形
で

推
移
し
て
い
る
。
何
よ
り
う
れ

し
か
っ
た
の
は
購
入
し
た
親
御

さ
ん
か
ら
の
反
響
だ
。
2
歳
ぐ

ら
い
の
子
を
持
つ
母
親
は
「
1

日
に
何
度
も
読
ん
で
く
れ
と
子

ど
も
に
せ
が
ま
れ
る
」
と
話
し

て
く
れ
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

感
じ
る
の
は
「
自
分
が
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、

あがた・けんたろう
国学院大学経済学部を卒業し、歯科器材商社に入社。９年半ほど勤めた後

に天竜浜名湖鉄道に転職。本社総務課に所属し、鉄道事業全般の管理業務を
任されている。

©月刊陸上競技

関東インカレ ３選手が入賞
陸上競技部
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運転も整備もチーム一丸

情報をお寄せください

　「部員の人数が足りず、団体戦に参加できない」「人数がそろわなくて演奏ができな
い」など少人数で困難を抱えながら活動を続ける大学公認部会の情報をお寄せください。
今後不定期連載で紹介していきます（紙面の都合などにより紹介できない場合がありま
す）。 【問】広報課（めkouho@kokugakuin.ac.jp）

自動車部

　自動車を使って運転技術や速さを競うモー
タースポーツに親しむ学生たちがいる。国学
院大学自動車部には男女５人が所属し、本学
相模原グラウンドを拠点に活動している。自
動車競技の一種、指定のコースでパイロンと
呼ばれる目印をすり抜け、タイムを競う「ジ
ムカーナ」や軽自動車の耐久レース出場を目
指し、運転技術の向上や、車両の整備を行っ
ている。
　機械整備に興味があって入部したという青
山友幸主将（神文４）は「ジムカーナの団体
戦には、３人以上で出場できる。軽自動車耐
久レースでは、ドライバーが交代しながら
５、６時間走り続ける。不具合を対処するピ
ット技術も必要でチームの力が問われる競
技。リーダーを中心に、ドライバー、車両の
整備を担当するメンバーの団結、情報共有が
重要になる」と話す。

　自動車部は長く部員不在の時代が続いた
が、卒業生らが中心となって平成29年に復
活。翌年には公式戦に出場し、活動を続けて
いる。ナンバープレートを付けない競技用の
車両２台は部で保有。先輩や卒業生が資金を
出しあい購入した。通常の活動は月に１、２
回、相模原グラウンドで行う車両の整備が中
心。レンタルカートなどで運転技術も磨いて
いる。
　今年は、10月に行われる大学生の軽自動
車耐久レースで完走することが目標だ。青山
主将は「レースに出場するには運転や整備に
人数が必要。車が好きな人や機械いじりをし
てみたい人に加わってもらいたい。入部の時
に運転免許を取得していない部員も多い。私
も入部後に自動車教習所に通った。大学で新
しいことに取り組んでみたい人はぜひ」と
１、２年生に呼びかける。

自 動車部
　昭和32年創部。全日本学生自動車連盟関東支部所属。現在部
員は、４年生２人、２年生３人（うち１人は女子学生）。新春の
箱根駅伝では卒業生有志と一緒に応援ののぼり、横断幕を沿道に
輸送するボランティアを行う。
▶自動車部HP　https://kokugakuac.wixsite.com/kuac117

自動車

少数精鋭

硬式野球部

全国大会 初勝利もベスト８敗退
　第70回全日本大学野球選手権記念大会が６月７日から
13日まで神宮球場（東京都新宿区）と東京ドーム（東京
都文京区）で行われた。東都大学野球連盟代表として初出
場を果たした国学院大学硬式野球部は、ベスト８で大会を
終えた。優勝は慶応義塾大学（東京六大学野球連盟代表）。
　東都王者として10年ぶりの日本一を目指した本学は、
２回戦から登場した。９日に東京ドームで行われた富士大
学（北東北大学野球連盟代表）戦は、四回にランニング本
塁打で２点を失ったが六回、３番・山本ダンテ武蔵選手
（経４）のソロ本塁打で１点。続く七回は青木寿修選手
（経ネ３）、川村啓真選手（経４）、山本選手の３本の適時
打で３点を挙げ逆転に成功した。投げては六回から２番手
として登板した楠茂将太投手（法３）が４回無失点で好救
援。全国大会初勝利を手にした。
　翌日、神宮球場で行われた福岡大学（九州六大学野球連
盟代表）との準々決勝は、一回に無死一、三塁から山本選
手の併殺打の間に１点を先制。その後は追加点が奪えず、
苦しい展開が続いた。投手陣は、坂口翔颯投手（経営１）
が初先発。六回途中まで投げて被安打３、７奪三振に抑え
た。六回に失策で同点に追いつかれると、そのまま延長タ
イブレークに。十回表、本学は１死二、三塁から二者凡退
し追加点を逃すと、十回裏、失策で決勝点を奪われ日本一
への戦いは道半ばで幕を閉じた。
　試合後、鳥山泰孝監督は「本来の国学院大学の土台であ
る守備の乱れから失点をしたのが反省点。勝負どころを
ものにしないと前に進めない。（秋季リーグに向けて）地
に足のついた野球をすることが重要」、福永奨主将（健体
４）は「勝負どころの一本が出なかった。東都の代表とし
て出場して、応援が力になった。秋に強い国学院を見せら
れるように練習したい」と話し、次の戦いへ前を向いた。

全日本大学野球選手権結果
２回戦

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
国学院大 0 0 0 0 0 1 3 0 0 4
富 士 大 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2
（国）池内・〇楠茂―福永　（富）●金村・宮下―佐藤（大）

準々決勝
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 計

国学院大 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
福 岡 大 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1X 2
※延長10回、10回からタイブレーク
（国）坂口・●楠茂―福永　（福）〇村上―田中

サヨナラ負けを喫しベンチに引き揚げるナイン（準々決勝）
反撃の口火となる本塁打を放つ
山本ダンテ武蔵選手（２回戦）

２試合で登板した楠茂将太投手（準々決勝）


